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村井健祐先生を偲んで

1. 社会心理学懇話会と川柳

ガングロも花!~うのかや }i~ 人 式 \

この句は，村井先生がまだご病気に気づかれてい

ない平成 13年 2月下旬に詠まれた川相11です。 私た

ちは，約 2カ月に 1巨lの割合で社会心lM!学懇話会と

いう集まり を持っていました。この会は 1996fj二の

2月に村井先生を中心に発足しましたが，その主旨

は.社会心理学だけではなく.心理学的な話題全般

について自由に語り合うというものです。したがっ

て.参加される方たちも毎回多方面にわたっており，

小中学校の教員， 地域住民， 主婦と，多土済々であ

ります。そして，研究発表の後は，近くの中華料理

応で会食というのが定番になっておりまして，そこ

で披露されたのが冒頭の川柳です。村井先生の発案

で，会食への参加者には川柳の作句が義務つけられ，

それがだれの句なのかをみんなで当てた上で，ベス

ト3を選ぶというのが恒例となっていましたが，何

かそうした興趣にも先生の心理学的発想がうかが

え， 当初は苦笑したことを覚えています。ところが，

その夜に限つては冒頭の川村11が先生の作であるとい

うことをいい当てた者は一人もいません。それほど

に作風がこれまでのと違っていたのです。村井先生

のお人柄をご存じの方だと，先生がこのような川村11

をお作りになるとは思われません。それまでは，ど

ちらかといえば風刺や皮肉が強烈で，わ りと先生の

句は当てやすかったのですが，この頃からでしょう

か.内容に滑稽n;fcが加わり，ひと りでに頬がゆるん

でくるようなユーモアある作品が増えてきたので

す。

その後， 5月の連休明けの再検診でlJiliカ。ンである

ことがわかり， 7月 1日に入院ということになるの

ですが，その問も討会心理学懇話会にご病気の素振

麻布大学教授 田之内 厚三

りもみせず出席され， 川柳作句にもますます磨きが

かかつてこられたのです。

2. 産業・組織心理の研究から災害心理研究ヘ

先生は，平成 13年 10月 1日午後 711寺15分，ご

自宅で!梨機やご長男， ご次男に看取られ、静かに息

を引きとられました。主主年 65歳の若さでありまし

た。

先生は，11自利]11年 4月21日， 5人兄弟の 4男と

して盛岡市にお生まれになりました。村井家の祖先

は.父方は大宮家，母方は大地主で，村井弥兵術と

いえばかつては盛岡市で知らない者はいないほどの

著名な財界人であったということですが，そうした

恵まれた家庭環境の中で，先生は岩手高校に入学さ

れ，水泳一筋のバンカラスタイルを通されたそうで

す。お兄械も水泳をなさっていたことから岩手県水

泳連取とも深い関わりがあり，当地で大きな大会や

イベン卜があると，心理学科卒業の岩崎恭子さん

(バルセロナオリ ンピック ・女子 200m平泳ぎ金メ

ダル)と一緒に帰省されることもありました。 112和l

32年，日本大学文Jill学部心理学科に進まれ，36主!ニ

に大学院に進学されました。昭和 41年，心国学科

の助手に採J'FIされ， 43年に講師iとな られ， 産業 ・

組織心理学関係の科目を担当されました。

最初のtlftは， 組織や経営における動機づけ. 集団

凝集性の問題に関心を持たれ (W動機づ、けと人間観

の心理学』単著，白桃書房， 1974)，とくに企業組

織の帰属意識研究に精力的に取り組まれておりまし

た (“企業組織における帰属意識のー研究"日本大

学人文科学研究所紀要 21，1978)。この関係で，お

亡くなりになるまで産業組織心理学会の理事もなさ

れていました。1985年頃からは，極限状況におけ

る人間行動の研究に関心が移られ， 1986年には社

会心理学研究第 1巻第 2号に“極限心理の体系化を"



という論文をお書きになられています。統いて，似

|製{木!検とj異常行動， 1=1 本人の災害制，災得II~'J の避員(f

fl:illJJに|具lする一連の研究を発表され.これらの成果

をベースに 1995年 4月には， 1什lイ本¥で初めて火文)]型r，うアf

青剤部I~ に 4本本5ζ;十絡各的な (災害心I理型学)を1')開1井澗ト11日;誠f梓4されました。こ

の授業では，いままでに発生した災待の訓育 ・分析

結果をビテ、オや写真，テープなどで検討すると共に，

災害活動をしてきた学生の体験談を宇11告させるな

ど，ユニークな講義を展開されておりました。

とくに近年，カを入れておられたのは，災害紋助

者の惨事ストレス対策でした。欧米の作~ì~防本 f!;l~ を

悦祭された後，その最初jの提言は， “J[t'íl:~長 1'1ヲ災 干i千数

助者の CIS"(日本大学人文科学研究所紀t!51， 

1996) にみることができます。 プJ.先'1は，東京

消防庁人事告I~健康管理室が惨事ストレスに |刻する委

員会を設置する際にも助言 ・指導され，その後も.

実態調査の実施，デブリーファーの養成研修にも立

ち会われ，2000年 1月には先生のW;i修による 『惨

事ス トレス対策の手引き』が策定されるに雫りまし

た。こうした研究成果は w心の健康 卜 ウデイ ~ (共

著，啓lりI::L:版， 1996) や『応 ) 1:1 心 1])ヴ' の現在~ (編

著.北村t::I:¥Jt反，2001) にまとめ られていますが，こ

れ らに『社会心理学へのアプローチ~ (編一片 :1ヒ樹

出版， 2000) を加えた 31印式最近の先'1の代表的

な著書であります。もし，先生がこれからもお冗気

でしたら.これらの本は，ご向身がこれから目指す

研究の方向性を色濃く示す道標となるものであった

に逃いありません。2001年 9)-1 26 11には，災害従

事者の惨事ス トレスケア制度を囲内で先駆けて導入

するに多大な貢献をされたということで，*)j-(~ド11りj

凡より， jt~tに対して感謝状と副貨がl!日早 さ れてお

ります。

3. 日本応用心理学会のこと

首から， 日本大学文理学部心理'学科は)，L、):1:1心J]!'学

会とご縁が深く. 村井先生もお亡くなりになるまで

常任山事としてご活躍されておりま した。昭和158 

年~ 63年までは事務局長を務め られ，、1;IJli: 2年か

らは応用心理学研究の編集委員や編集委員長を歴任

されてきました。とくに 1998 I，:I~発行の W 11本応

)'1'1心国学会史』の編集にあたっては.作方lIiJに11予び

かけてJtHもれていた貴重な資料を発品Ii. W::Woされ，

内容の充実した読みごたえのある学会史づくりに貢
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献されましたが. このお仕事は，先生のi面白限立11と

いっても過言ではありません。

こうしたことから， jt'lごは毎年開催される学会に

は欠かさず参加|されておりましたが， とりわけ 10

年ぶりに佐川lが会場となる平成 13年 9)-1の第 6811'11

大会(岩手県，'，一大'引をとても楽しみにされており

ました。また‘911に開催される公開シンポジウム

「大規模lニl然災害が起こ った11寺 災害心理?・はどう

関わる ー」 の企Irlrj・r，-j会も但当されていたので，

その准備にも余念がありませんでした。ところが.

このご病気です。;t'lは 9)二l のギ リ ギリの I I~j 点まで

行かれるつもりでしたが， もう体力がありません。

結局.先生のご2t望で私が司会を務めることになり

ましたが そのと きのお気持はいかばかりか。いま

となっては般iJ!11するしかありません。

忘れられないのは 懇初会のときです。菊池章夫

先生がご扶診に，')たれました。そして、次のような

ことをおっしゃっ たのです。「岩手県では 3人の大

心理学百を輩山している。お一人は小保内虎夫先ノ|二

もうお 人が烏FFI . !1'J先ノ| そして， 三人日が村J1 

の俄ちゃんだ」と。私は，帰ってきて.こ、、病床の先

生にこのお ~jlj をしたところ，先生は Iそうか そ

んなことをいってくれたのか ー・・・ 0・」とポツリとつ

ぶやかれ，Fli'mを熱くされておりました。長いお付

き合いをさせていただいた巾で.先生がj戻をみせら

れたのは 後にも先にもこのときが初めてのことで

した。

4. 健康のこと

どなたもご作じのように，先牛は人 倍健康に気

をつけられていました。タバコはもちろん|喫いませ

んし.ビールも 杯程度で顔が赤くなられるほどで

した。肉はほとんど食べず， もっぱら新鮮な魚介JJj

や向然の野菜が大好物でした。お亡くなりになった

後，ご¥':¥宅の書仰iからは.自然食品をベースにした

レシピの切り抜きやメモl恨料埋の本や健康の本が

山のように山てきました。これほどに健康に留意さ

れていたのに.入院されて 3カ月で逝かれてしまう

とは.本当に人がNiってつまれた運命の定めみたい

なものを感じずにはおれません。「ムムの叫 が:['~

かったのかな?Jなどと;111:口もたたいておられまし

たが，先ノ|ごい|身はきっと.納得がいかないという

思いではなかったでしょうか。
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平成 13年 12月 8EIには，教え子が集まり偲ぶ会

が聞かれました。村井先生らしく簡素ではあるけれ

ど，豊かな心に相i¥jちあふれたひとときでした。その

とき，生前，先生がしたためられた 「みなさまへの

お別れの言葉」がご披露されましたので.ご遺族の

了解を得て，ここにご紹介し，追悼の文とさせてい

ただきます。

先生のご冥福を心からお祈りいたします。

(平成 13年 12月20日記)

えiオ}

こ れ ま で 幼い，(jか b 今日ま で 多くのか た が た と . そ れ ぞ れ に !なi併を対 ばせて

いたださ有 難 う ご さ い ま し た e

65 ;:，'1;，というみずかり知るよとので 5なか っ た存命のなかで ， 4Lとしては

まずまずの人止ではなか ったかと )fえておりますσ これにお力をお貸し Fさ った

かたがたに J各社t中 し上けます、

J辰~ i亘れはJ トとL、J忍ぃ B:. 楽 し い忠ぃ B'，のほうがはるかに多 い 幸せな 人生

でした 、

とうか句 随所|淀川 で JZぃ出 していただければ #い です

待係ほんとうに 有珠う ごさいました

(原えのまま)

平 ヤ
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